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Ⅰ．研究の概要

１．問題と目的
　国立特別支援教育総合研究所は５年ごとに言語障害特別支援学級及び通級指導教室の実態調査１）

を実施している。それによれば、言語障害特別支援学級や通級指導教室を利用する子どもは増加
傾向にあり、特に「言語発達の遅れ」のある子どもたちの増加が顕著である。また、この中には
発達障害の特性のある子どもも含まれるなど、指導対象の子どもの多様化見られている。言語障
害特別支援学級や通級指導教室を担当する教員は、量的にも質的にも拡大する教育的ニーズに対
し、幅広い専門性２）の確保と維持が求められている。
　このような状況の中、言語障害特別支援学級や通級指導教室が当初から指導対象としてきた構
音障害のある子どももわずかながら増えているが、指導対象児全体の中に占める割合は減少傾向
が見られる。
　構音障害に対する指導には、誤り音の聞き分けや正しい構音を導く指導など特殊な専門的知識
と経験を必要とする。しかし、言語障害教育担当教員のうち、経験年数３年未満の者が約４割を
占めているという状況１）や、対象児が多様化する中、言語障害教育担当教員向けの研修講座の中
で構音障害に関する内容は相対的に縮小される傾向があり、構音指導に不安を抱えている教員１）が
多いのが現状である。
　構音指導に関しては、市販されたテキスト４）やビデオ教材３）もある。しかし、テキストでは音
を聞き分けたり、舌の動きや口形の変化等を視覚的にとらえたりすることができず、具体的な指
導技法を学ぶには不十分である。また、言語障害のある子ども本人に自ら学ぶ意欲があってもテ
キストだけでは家庭等での学習に困難が多い。また、構音障害の状況は一人一人の子どもによっ
て様々である。サ行音のみやイ列音のみに構音の難しさがあるなど子どもによってすべて状態は
異なる。このため指導方法や指導順序も、一人一人異なるのであるが、現在のビデオ教材では必
要な内容を必要な時に取り出し、組み立てるのが困難である。
　このような現状をふまえ、本研究は以下の２点を目的とした。
　①�　言語障害児本人が、構音障害の改善方法を自ら学習し習得できるような動画教材を開発、
提供する。こうした教材を提供することで、経験の浅い言語障害教育担当者の研修や知識・
技能の向上にも資する。

　②�　インターネット配信等を通して、構音障害に関する動画教材の中から、必要な時に必要な
内容を容易に得られる手法を開発、提供する。

２．研究の全体構想と共同研究機関との連携
　目的の達成のため、本研究では以下のような実施計画を策定し、独立行政法人理化学研究所と
共同研究を実施することとした。
　①�　構音障害に関する指導に実績のある教員をモデルとして、構音障害の改善方法に関する動
画教材（試案）を作成する。

　②�　動画教材（試案）を言語障害通級指導教室（幼児の教室も含む）等に試用と評価を依頼し、
研究協議会でさらに検討する。

　③　上記②に踏まえ動画教材の改訂を行う。
　④　上記③で作成した動画教材をインターネットで配信できるよう加工する。
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　　�　また、必要な時に必要な内容を選択し使用できるためのソフトウエア等や配信技術を開発
する。理化学研究所が開発したReKOSが、その基本ソフトウエアとなる。

　⑤　研究成果の提供（インターネット配信）を行う
　これらのうち、本研究所研究分担者及び研究協力者は、主として上記の①②③⑤を実施する。
理化学研究所研究分担者は、上記②④のうち動画教材配信システムに関する調査研究を主として
実施する。動画配信に最適化した動画の撮影・加工、配信技術の検討については本研究所と理化
学研究所とが共同で実施する。

３．研究経過
本研究は以下の経過で実施した。
○動画教材作成に関する試行と協議（平成�9年４月～６月）
　　・カ行音の構音障害と指導に関する動画撮影とパソコン上での処理
　　・配信方法についての検討
○動画教材試案の作成（平成�9年７月～平成20年３月）
　　・カ行音、サ行音、タ行音、ラ行音の構音障害と指導に関する動画撮影
　　・耳の訓練、異常構音に関する動画撮影
　　・動画処理方法の検討と字幕挿入作業
○研究協議会（平成20年３月�5日）
　　・カ行音に関するWEBページ試案に関する協議
　　・使用する専門用語に関する協議
　　・動画教材の全体構成に関する協議
○動画教材作成の継続と修正（平成20年４月～平成2�年１月）
　　・研究協議会の協議事項による修正
　　・構音検査、自己修正力を身につける指導、舌の脱力のための指導等の動画撮影
　　・WEB配信に最適な動画フォーマットの検討
○動画教材の評価と修正（平成2�年�月～平成2�年３月）
　　・仮配信した動画教材を、言語障害教育担当者や言語聴覚士に評価を依頼
　　・評価結果による修正
○動画教材の完成と配信開始（平成2�年３月）
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Ⅱ．動画教材作成過程

１．動画教材作成手続き
（１）動画教材の対象について
　本研究では、構音障害のある子ども本人が学習できる動画教材の作成を計画した。しかし、研
究開始後、研究協力者と協議を重ねる中で、「子ども向けの教材として作成すると内容が限られ
てしまう」「むしろ、言語障害教育担当者向けに作成し、それを子どもにも使えないかを検討す
べきである」との意見が多かった。また、前述のような言語障害教育担当者の抱える課題に早急
に対応する必要があった。
　そこで、本研究では、比較的経験の浅い言語障害教育担当者を主たる対象とした動画教材を作
成することとし、その教材が子どもにも使用できるかを検討することとした。動画教材の内容は、
構音障害とその指導を網羅するものではなく、言語障害教育担当者が最低限知っておくべきこと
に絞ることとした。

（２）動画教材作成手続き
　動画教材は、研究所内研究分担者と研究協力者のうち３名及び理化学研究所研究分担者が、以
下のような手順で作成した。

①研究協力者（中澤洋子氏）によるテキスト執筆（表１）
②テキストの推敲と動画提示部分及び動画内容の検討
③動画撮影（図１）
④動画をパソコンに取り込んで編集し、必要に応じて静止画像や字幕を挿入（図２）
⑤テキスト及び動画をhtml形式のファイルに取り込む

図１　動画撮影（撮影前の準備の状況）
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動画（音声と映像） 解　説

１
sa,sɯ,se,so

ʃa,ʃi,ʃɯ,ʃe,ʃo

sa,si,sɯ,se,so

ここではサ行音の構音指導について概説します。
サ行音は、歯・歯茎と舌先を構音点とする、無声の摩擦音です。

日本語の50音表では　サ行の音は、「さ、し、す、せ、そ　」となっていますが、
このうち「し」は、他のサ行音「さ、す、せ、そ」に比べ構音点がやや後ろに移
行した　歯茎硬口蓋と前舌を構音点とする摩擦音で、「しゃ行音『しゃ、し、しゅ、
しぇ、しょ』のい列の音」とでも言うべき音です。

s行音のい列音は、「すぃ」という感じの音となります。

２

a,ɯ,e,o

ta,tɯ,te,to
ta,tsɯ,te,to
tʃa,tʃɯ,tʃe,tʃo,tʃi
ʃa,ʃɯ,ʃe,ʃo,ʃi
Φa,Φɯ,Φe,Φo
口蓋化構音
側音化構音

単音および
単語（構音検査の単
語の呼称で）

このサ行音の誤りとして見られるものは、
　子音sの省略による母音化
　タ行音への置き換え
　　　タ行音への置換では、「さ・す・せ・そ」が「た・とぅ・て・と」�となる場
合と
　　　「た・つ・て・と　」となる場合があります。
　チャ行音への置き換え
　シャ行音への置き換え
　ファ行音への置き換え
　口蓋化構音
　側音化構音　などです。

このうち、子音の省略、置換は、産生された誤り音は日本語の語音の中に存在す
る音であり、構音の仕方そのものに誤りはありません。
構音発達の途上にも見られます。

口蓋化構音、側音化構音は構音の仕方そのものに誤りの有る異常構音です。通常
日本語の語音の中には見られない音であるため、平仮名や片仮名では書き表すこ
とが出来ず、聴き取り難い耳障りな音に聞こえます。

表１　動画教材用テキストの例（サ行音の構音指導）
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sa,ka,sa,ka,sa,ka,sa,ka
ka,ka,ka,ka,ka,ka,ka,k
a
口蓋化したsa,ka×４

sa,Ça,sa,Ça,sa,Ça,sa,Ça
Ça,Ça,Ça,Ça,Ça,Ça,Ça,
Ça
側音化したsa,Ça×４

鼻息鏡
鼻息鏡を下口唇の下
に当てて　側音化し
たsa

口蓋化構音と　カ行音への置換との鑑別
サ行音の構音点が後方（口蓋）に移動し、口蓋化構音になると、「カ行音に近いが、
カ行音とは異なる独特の歪み音」に聞こえます。
この口蓋化構音を　カ行音と弁別をするためには、「さ」と「か」を交互に言うよ
う求めます。
誤って構音された「さ」の音が、「か」と同じであれば置換、異なれば口蓋化構音
であると判断することが出来ます。

側音化構音と　ヒャ行音への置換との鑑別
サ行音が側音化構音になると、「ヒャ行音に近いが、ヒャ音とは異なる独特の歪み
音」に聞こえます。
この側音化構音を　ヒャ行音と弁別をするためには、「さ」と「ひゃ」を交互に言
うよう求めます。
誤って構音された「さ」の音が、「ひゃ」と同じであれば置換、異なれば側音化構
音であると判断することが出来ます。
ただし、この鑑別方法は、「ヒャ行音は側音化構音となっていない」ことが前提で
す。
　
サ行音以外の音にも側音化が疑われる場合は、下口唇の下に鼻息鏡を当てて、左
右の口角からの呼気の漏れの有無を確認します。

３

(耳の訓練は別立てて) 構音の仕方の誤りや産生されている誤音を正しい方法による明瞭な構音に改善し
ていくために、正しい構音の仕方を指導するための方法を紹介します。

先ず、本来産生するべき正しい音と自分が産生している誤った音との違いが理解
出来、正しい音や誤音を、自分や指導者の発話の中から聞き取ったり、
正しい音に対する聞かせ与えられた音の正誤や　組み合わされた２つの音の異同
を聞き分けたりすることが出来るようになるための指導（耳の訓練）をします。
耳の訓練の詳細につきましては、別の章をご参照下さい。

－5－



４

実演

（指導者：ストローを
前後にスライドさせ
る。）

（悪い例：呼気吹き込
み）

口腔内の呼気を、歯と舌先との間に出来た僅かな隙間を通り摩擦させて前下方へ
出すための構えを作ります。

舌を口の外に自然に出し脱力した安定した状態を保ちます。
ストローを舌の真ん中にそっと置きます。
舌は出したまま、ストローを舌と一緒にそっと上下の唇で挟みます。
このとき、ストローに歯を立てたり、唇に力を込めたりすることがないよう気を
付けます。

呼気をそっと出します。ストローの中に呼気が流れるシューという音が聞こえて
きます。
ストローの先を指先で塞いだり開けたりすると、途切れる音により呼気が流れて
いることを確かめることが出来ます。
このとき、ストローに呼気を吹き込むことのないよう気を付けます。

次第にストローを抜き去っていきます。
舌は出したままで、口の構えも保ったまま、そっと呼気を出し続けます。
舌先から完全にストローを抜き去っても、舌先にストローを近づけるとシューと
いう音がなるので、
呼気の流れを確かめることが出来ます。

この呼気に後続母音の「う」をつけて「す」を導きます。

舌は単音、その繰り返し、他の音と組み合わせて２音節や３音節の語頭、語尾、
語中での練習を経て、単語中での練習に入っても、後続母音を言い終わるまで出
したまま構音します。

単語中で誤りなく安定して構音出来るようになったら、次第に口腔内に収めてい
きます。
口と舌との構えを作るためだけに、ストローを用いる方法もあります。

口形を「う」にし、舌を出し、ストローを出した舌の上に置いて抜き去ります。
舌の位置や口の構えを保って、そっと呼気を出します。
この呼気に後続母音の「う」をつけて「す」を導きます。
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５

（か行音の構音指導へ
飛べるように）

ｋｅｙ　ｗｏｒｄ法
通常は前後の音や語内位置にかかわらず発話の中で一貫して誤りが見られていて
も、ある特定の言葉を発するときにだけ、時として正しい音で発話することが出
来るということがあったとき、その言葉を指導に用いる方法です。

Key　wordが見つかったら　先ず、安定的に　正しく構音された音を用いて発話
出来るよう繰り返し発話させます。
続いて　少しずつ前に続く音を消去していきます。
それ一つの音で構音出来るようになったら、仮名文字等とマッチングさせるなど
して意識化させ、出そうとして出すことが出来るよう指導します。
そしてその安定を図ります。

Key�word法の実際については、か行音の構音指導の例をご覧下さい。

６

実演 「つ」からの誘導
　「つ」は「す」と同じ構音点をもつ破擦音です。
舌が一瞬歯の裏に接触した後（破裂）、同じ構えで呼気が擦られ（摩擦）産生され
た音です。

　�「つ」を　後続母音をつけずに構音した後、そのままの構えで呼気を伸ばしてい
ると、瞬間的に行われた破裂成分tはなくなり、摩擦されて出されたsの音が得
られます。
　この呼気に後続母音の「う」をつけて、「す」を導きます。

７

実演 「づ」からの誘導
「つ」やその有声音の「づ」が構音出来ていたら、「づ」を囁き声で言うように求め、
無声化していきます。　
子どもの意識は、「づ」を小さな声で囁くことですが、指導者が与える聴覚的刺激
は「す」です。

８
（異常構音の構音指導
は別立てで）

口蓋化構音　側音化構音は、舌の脱力、安定を得てから、音作りに入ります。
異常構音の構音指導の章をご覧下さい。
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９

（実演は別立てで） それ一つの音で出せるようになったらその安定を図ります。

前後にいろいろな単音を付けて組み合わせ、意味のない音の繋がりの中で練習し
ます。
３音以上の繋がりでは　真ん中の音としての練習が可能です。
付ける音によって難易度が変わります。
母音、子音、その中でも同じ後続母音をもつ子音、構音点や構音方法が同じ子音
などの様々な組み合わせや、語内位置、発話速度などいろいろな条件下で十分に
練習を積み習熟させます。
また、これまで誤って置き換えていた音と組み合わせての練習も必要です。
意味のない音の繋がりの中で安定が得られたら、ターゲットの音が初めに付く単
語、最後に付く単語、真ん中に付く単語の中で練習し、次第に発話の量を増やし
ていきます。
早口で繰り返すなど負荷を掛けても誤りが見られなくなることを目指します。

�0

（実演は別立てで） 構音指導の中では自己修正力を育てることも大切です。
発話の中で自分や指導者の構音の正しさを吟味して誤りに気づき、必要があれば
誤りを修正することが出来るための力を育てます。
誤りの自覚は、誤った音を直接「違うよ」と指摘されたり、サインを送られたり
して気づく段階から、言った途端に自ら気づく段階へと指導します。
自己修正については、モデルの音や構音の方法を見聞きして出来る段階から、工
夫や努力なしに１回で出来る段階へと指導します。
本人や保護者の希望、転校や進学などによって早期に終了することが求められた
場合、どのような状況下でもまったく誤りなく構音出来るまでに搬化、定着をみ
なくても、必要が生じたときに意識して言おうとすれば１回から数回の試みで正
しい音に達することが出来る力があるかどうかが終了可否の目安となります。

単語呼称検査
　語頭音単語　　さかな　sakana　　　そら��sora　　　せみ　semi　　　すいか　sɯika
　語尾音単語　　バス　basɯ　　　ジュース　dʒɯ:sɯ
　語中音単語　　ふうせん　ɸɯ:seɴ　　はさみ　hasami　ちいさい　tʃi:sai　　うさぎ　ɯsa・i

－�－



（３）動画撮影と処理方法
　動画撮影はデジタルビデオカメラを使用し、デジタルビデオテープに収録した。これは編集の
際、画質や音質の劣化が起きにくいよう無圧縮の状態で収録するためである。収録したビデオは、
パソコンのハードディスク上に取り込み、編集した。編集に使用したソフトウエアは、ジャスト
システム社製エディウスＪ/Ｒ２であった。ビデオファイル形式はaviとし、これをマスターデー
タとして保存した。
　次に、 インターネット配信に向け動画のファイル形式を検討した。 まず、APPLE社の
QuickTime形式を採用し、インターネット配信向けの仮ヴァージョンを作成した。この形式は画
質、音質とも良好であり動画教材には最適であった。しかし、ファイルサイズが大きすぎ、イン
ターネット配信の際、不都合が起こる可能性があった。また、ＤＶＤにも収納しきれないファイ
ルサイズであった。
　そこで、Adobe社のフラッシュを採用した。この形式では、QuickTimeに比べて画質、音質
とも劣るが、ファイル圧縮率が高いのでインターネット配信には適している。変換レートを
�00kbpsに設定したところ画質、音質とも問題ないと判断できたため、インターネット配信用の
動画はフラッシュを用いることにした。

２．インターネット配信の手続き
（１）インターネット配信に用いる動画形式
　動画をインターネット配信すると閲覧者のパソコンによっては、新たにソフトウエアをインス
トールする必要が生じることがある。そこで、本研究では、Adobe社のPresenterをMicrosoft社
のPowerPointにアドインして用い、動画を取り込んだhtml形式のファイルを生成するようにし
た。これにより、閲覧者はhtml形式のファイルをクリックすれば動画再生できるようになった。

図２　パソコンを用いた動画編集と字幕挿入

－9－



（２）WEBサイト構築方法
　インターネット配信用ＷＥＢサイトは、国立情報学研究所が開発したオープンソースウエア
NetCommons.Ver�.�.�を用いて構築した。NetCommonsを利用することで、研究分担者と研究協
力者がそれぞれの居住地にいながら、ＷＥＢページ作成できる利点がある。研究協力者がテキス
トデータをアップロードし、研究代表者が動画のアップロードとhtmlファイルの修正を行うと
いう作業分担を円滑に、効率的に実施することができた。

（３）動画教材のURL
　作成した動画教材は、国立特別支援教育総合研究所のサーバー上にアップロードした。WEB
サイトの愛称は『ネットで学ぶ発音教室』とし、そのトップページを図４に示した。
URLは以下の通りである。
�　http://forum.nise.go.jp/kotoba/

図３．Adobe社製Presenter　による動画再生画面

－�0－



＜文献＞
１）国立特別支援教育総合研究所：平成��年度全国難聴・言語障害学級及び通級指導教室実態調
査結果報告書．200�
２）全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会：きこえとことば研修テキスト．200�
３）橋本一夫・麻滝康臣・三輪順康他：乗りこえよう発音障害２―家庭で楽しくおしゃべりレッ
スン．�99�
４）湧井豊：構音障害の指導技法．学苑社．�992

図４．『ネットで学ぶ発音教室』トップページ
　　　　　　　　　 （現在のURLは、http://forum.nise.go.jp/kotoba/）
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Ⅲ．動画教材の構成と内容

１．動画教材の構成
（１）全体構成
　動画教材は、『理論編』（構音障害ってなぁに？）９ページと『実践編』（どうやって練習する
の？）�0ページで構成した。画面の左側には常にメニュー欄を表示し、閲覧者が閲覧したいペー
ジをすぐに選択できるようにした。

（２）理論編
　『理論編』は、構音障害について言語障害特別支援学級や通級指導教室担当者が知っておくべ
き基礎理論の解説であり、以下の内容で構成した。

○構音とは、構音器官とは？ 　○構音障害の診断
　・日本語の音の作られ方 　　・構音検査の方法
○構音障害とは？構音発達とは？ 　○構音障害の種類
○構音障害のいろいろな側面 　　・鼻咽腔閉鎖機能
○構音障害が疑われたら 　○誤り音の種類

　○異常構音とは？

（３）実践編
　『実践編』は、言語障害特別支援学級や通級指導教室で出会うことの多い構音障害（カ行、サ行、
タ行、ラ行、異常構音の一部）について、誤り音と正音とそのメカニズム、構音指導の実際をテ
キストと動画で解説したものであり、以下の内容で構成した。

○はじめに ○サ行音とは ○ラ行音とは
○構音指導の進め方 　・サ行音の誤り１ 　・ラ行音の誤り１
　・指導を深めていく 　・サ行音の誤り２ 　・ラ行音の誤り２
　・指導を拡げていく 　・指導方法１ 　・指導方法１
　・指導のイメージ図 　・指導方法２ 　・指導方法２
○耳の訓練とは 　・指導方法３ 　・指導方法３
　・耳の訓練の実際 　・指導方法４ ○異常構音とは
○カ行音とは ○タ行音とは 　・口蓋化構音の指導
　・カ行音の誤り１ 　・タ行音の誤り１ 　・側音化構音の指導
　・カ行音の誤り２ 　・タ行音の誤り２ 　・舌の脱力のための指導
　・指導方法１ 　・指導方法１ ○搬化定着のための指導
　・指導方法２ 　・指導方法２ 　・指導方法
　・指導方法３ 　・指導方法３
　・指導方法４ 　・指導方法４

－�2－



２．動画教材の内容
　以下にインターネット上に掲載している実際の教材を示す。URLは以下の通りである。
�　http://forum.nise.go.jp/kotoba/
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Ⅳ．動画教材の評価

１．動画教材の試用と評価アンケート
（１）目　的
　作成した動画教材の改善のため、試用と評価アンケートを実施した。主たる評価項目は、イン
ターネット使用環境、動画教材の表示等技術的な問題に関する評価、動画教材の内容に関する評
価であった。特に、この動画教材が子どもや保護者に使用できるかどうかについても評価を依頼
した。

（２）手続き
　①対　象
　対象は、研究協力者の居住地域に勤務する言語障害学級及び通級指導教室担当者、難聴学級
及び通級指導教室担当者と、『子どもの発達支援を考えるＳＴの会』に所属する言語聴覚士等
で、合計�5名であった。

　②実施時期
　平成2�年�月29日から平成2�年2月�0日の間に、動画教材の試用と評価アンケートを依頼し
た。

　③方　法
　動画教材の試用はインターネットＷＥＢサイトの閲覧によって依頼した。評価アンケート
は、研究代表者から回答用紙を電子ファイルで回答者に送付し、回答者からは回答の入った電
子ファイルまたはＦＡＸにて直接研究代表者に返送するよう依頼した。

　④評価アンケートの内容
　　評価アンケートは、以下の内容であった。
　　　　・回答者の属性について
　　　　・回答者のインターネット利用環境について
　　　　・動画教材の画面表示について
　　　　・動画教材の内容について

２．評価アンケート結果
（１）回答者の属性
　①年　齢
　回答者の年齢分布を図
５に示した。�0歳台が最
も多く��名であった。次
いで�0歳台、50歳台、20
歳台の順であった。

（
人
数
）

図５．回答者の年齢

30
35
40

45

25
20
15
10
5
0

7

14

39

２

20歳台 30歳台 40歳台 50歳台 無記入

（年齢）
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　②勤務先
　回答者の勤務先を選択肢のよって尋ねた結果を図６に示した。回答者の約半数が言語障害学
級及び通級指導教室の担当者であった。また、回答者のうち��.0％が学校の教員であり、学校
以外に勤務する言語聴覚士とその他を合わせると、�2.0％であった。

　③経験年数
　言語障害のある小児への指導経験について年数（年目）で回答を求めた結果を図７に示した。
�0年未満（１年目から９年目）が�5名で全体の�0.0％であり、特に１から３年目が2�名で最も
多かった。
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（２）インターネット利用環境について　
　①インターネット回線
　回答者が利用しているインターネット回線について選択肢から回答を求めた結果を図８に示
した。光ファイバーが最も多く、次いで校内・構内LAN、ADSL、ケーブルテレビの順であり、
ほとんどの回答者がフラッシュ動画を問題なく視聴できる環境にあった。

　②使用しているOS
　インターネット利用時に使用しているOSをたずねた結果、Windowsが50名、Macintoshが
１名、WindowsとMacintoshの両方が１名、無記入��名であった。

（３）動画教材の画面表示について
　①文字表示について
　動画教材の文字表示について４選択肢から回答を求めた結果を図９に示した。「見やすい」
と「やや見やすい」を合わせると�0.0％であり、「見にくい」という回答も�.0％あった。概ね
見やすいものの改善が必要な状態であると考えられた。
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　②レイアウトについて
　動画教材のレイアウトについて４選択肢から回答を求めた結果を図�0に示した。「よい」と
「ややよい」を合わせると��.0％であった。「わるい」の回答はなかったが、改善が必要な状態
と考えられた。

　
③動画が見られるまでにかかる時間
　動画が見られるまでにかかる時間について４選択肢から回答を求めた結果を図��に示した。
「短い」と「やや短い」を合わせると��.�％であり、多くの回答者が待たさせるストレスが無
く動画を視聴できたと考えられる。「長い」との回答も１名からあった。この回答者のインター
ネット回線は「光ファイバー」でありフラッシュ動画を視聴するには問題のない回線であった。
このことから、この回答者のパソコンに何らかの不都合があったのではないかと考えられる。

図10．レイアウトについて
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　④動画の画質
　動画教材の画質について４選択肢から回答を求めた結果を図�2に示した。「よい」よ「やや
よい」を合わせると9�.�％であり、多くの回答者が問題なく動画を見ることができたと考えら
れる。しかし ｢わるい｣ も2.�％回答があった。その理由を自由記述で尋ねたところ、「ディス
プレィによってはザラザラであった」など回答者が使用する機器によっては画質がよくないこ
とが考えられた。

　
⑤動画の音質
　動画教材の音質について４選択肢から回答を求めた結果を図��に示した。「よい」と「やや
よい」を合わせると��.�％であり、多くの回答者が問題なく動画の音声を聞くことができたと
考えられる。しかし「わるい」も2.�％回答があった。その理由を自由記述で尋ねたところ、「音
がひずんでいる」「よく聞き取れない」などであったが、こうした記述とあわせて「（パソコン
の）操作方法を知らないだと思う」とも記述されており、回答者のパソコン操作にも原因があ
ると推測される。
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　⑥動画の操作
　動画教材の操作について４選択肢から回答を求めた結果を図��に示した。「わかりやすい」
と「ややわかりやすい」を合わせると�9.0％であった。「わかりにくい」は回答されなかった。
動画の操作にはあまり問題はないと考えられた。

（４）動画教材の内容について
　①動画教材の内容
　動画教材の内容について４選択肢から回答を求めた結果を図�5に示した。「わかりやすい」
と「ややわかりやすい」を合わせると��.�％で「わかりにくい」は回答されなかった。多くの
回答者にわかりやすい内容であったと考えられる。「ややわかりにくい」は��.�％回答があっ
たが、その理由を自由記述で求めたところ「専門用語が多い」「イラストも入れた方がよい」
などであった。

図14．動画の音質
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　②回答者の構音指導に役立ったか
　動画教材が回答者の構音指導に役立ったかについて４選択肢から回答を求めた結果を図��に
示した。「役に立った」と「やや役になった」を合わせると9�.�％であり、ほとんどの回答者
に役立つ内容であったと考えられる。「あまり役にたたなかった」は１名�.�％から回答があっ
た。その理由を自由記述で尋ねたところ「感覚統合や口腔ケア、呼吸リハビリが必要なタイプ
の小児を対象にしている」とのことであった。

　③この動画教材が保護者や子どもに使えるか
　動画教材が保護者や子どもに使えるかについて４選択肢から回答を求めた結果を図��に示し
た。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせると�2.0％であった。「そう思わない」と「あま
りそう思わない」を合わせると��.0％であった。「使えそうだ」と考えた回答者の方が多いが、
「使えそうではない」と考えた回答者との差はわずかだった。
自由記述を見ると ｢そう思う｣ 理由ついて、「説明しただけでは伝わらなくても、動画がある
と伝わりやすい」「高学年の子や保護者が自分の誤りがどういう状態かがわかる」などの回答
があった。一方「そう思わない」理由としては「ＨＯＷ　ＴＯ的に利用すると危険」「基礎知
識がないと難しいのではないかと感じた」などの回答があった。これらから、この動画教材は、
保護者や子どもにも利用できる内容であるが、用い方について詳細な説明や担当指導者の解説
や指示があることが望ましいと評価されたと考える。
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　④この動画教材をこれからも見るか
　４選択肢から回答を求めた結果を図��に示した。「見る」と「時々見る」を合わせると
9�.0％であり、多くの回答者にとって繰り返し見たい内容であったと考えられる。「見ない」
は回答されなかった。

３．評価アンケートの考察と実施した改善
　評価結果から、動画教材の表示のうち、文字やレイアウトについては、改善が必要であると考
えられた。この項目には自由記述を設けなかったので、具体的に何が問題であったかは明らかで
はなかったが、文字のフォント数を�2ポイント以上にすることと、改行位置を修正するなどの改
善を実施した。
　動画教材が見られるまでの時間については、｢長い｣「やや長い」の回答もあって、動画の圧縮
率を上げ、ファイルサイズを小さくする等の改善を検討した。しかしファイルサイズを小さくし
てしまうと画質や音質の面で問題が生じる。今回のアンケートで動画が全く表示されなかったと
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いう回答者は�名のみ（電話回線）であって、この回答者以外は時間はかかっても動画は視聴で
きていた。そこで動画の圧縮率を上げる（画質を落とす）ことはせず、現在のファイルサイズの
ままで提供することとした。
　動画教材の画質、音質、操作については、あまり問題はないと判断した。しかし自由記述の内
容から、表示画面のどこをクリックすると動画がみられるのかなど、ＷＥＢサイトの使い方やパ
ソコンの基本的な操作について説明を増やすなどの改善を実施した。
　動画教材の内容についてもあまり問題はないと考えられたが、自由記述の中に「専門用語が多
い」等の指摘があったことを受け、用語解説の追加や一部表記の修正を行った。
　この動画教材が回答者の役に立ったかについては、「役に立った」「やや役に立った」の合計が
9�.�％に達しており、本研究の目的のひとつである言語障害教育担当者の研修や知識・技能の向
上に資する動画教材の提供については、達成できたと考える。　
　一方、この動画教材が保護者や子どもに使えるか、つまり家庭での学習に使えるかについては
回答が分かれた。「そう思う」「ややそう思う」の合計は�2.0％で、この結果からは６割強の回答
者が家庭での学習に使えると考えている。しかし、「そう思わない」「あまりそう思わない」の合
計が��.0％に達しており、改善が必要であった。
　改善策としては、まず、言語障害特別支援学級や通級指導教室等の担当者の指示の下で動画教
材を使用するという方法が考えられる。つまり担当者が「次回の指導までにこのページを見て練
習をするように」と指示をし、子どもは必要なページを見るという方法である。こうすることに
よって具体的に何をしたらよいかがわかり、家庭での練習が問題なく行われると思われる。
　しかし、より根本的な改善として、子ども向けの動画教材を作成することが必要であると考え
られる。これは本研究の範囲内では実施できなかった。今後新たな研究課題で子ども向けの動画
教材の作成に取り組んでいく必要がある。
　この動画教材を今後も見るかについては「見る」「ときどき見る」の合計が9�.0％であり、繰
り返し見るに堪えうる内容であったと考えられる。繰り返し見ることを考えるとDVDでの教材
提供よりもWEB配信によるものの方が利便性が高いと思われる。
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あとがき

　言語障害特別支援学級や通級指導教室は、子どもや保護者の願いにこたえる形で多様な教育的
ニーズに対応する指導を実施しています。現場にいらっしゃる先生方は多様な知識や教育的な技
能を持つべく努力を積み重ねてこられました。その中でも構音障害に関する指導の知識、技能の
獲得は時間がかかったり、テキストによる自習だけでは不十分であるなど、常に課題の大きいも
のであり続けています。
　平成５年、通級による指導の制度化の年、全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会と本研
究所とが共催で、言語障害特別支援学級や通級指導教室の先生方を対象にした研修会『はじめの
いっぽ』を開始しました。現在も全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会の主催で、毎年大
勢の先生方が熱心に学んでいらっしゃいます。その研修会を企画したのが豊田弘巳先生であり、
豊田先生とともに初年度の運営にあたったのが久保山でした。そして、いつも満員の聴衆の中、
大汗をかきながら構音障害の基礎基本を講じてきたのが、中澤洋子先生でした。この３人は、現
場の先生方の苦労を受けとめつつ、少しでも容易に知識や技能を習得してもらえる方法はないか
と構想を温めてきました。
　さらに、言語障害通級指導教室の経験者でありながら、初任者の視点を大切にしている藤井良
江先生、全国調査のとりまとめ役として現場の実態を把握してきた小林倫代が加わり、動画教材
の内容を検討してきました。青山新吾先生、堅田利明先生、瀧澤聡先生には、貴重なご意見をい
ただいたり、評価にあたってご尽力いただきました。
　今回、独立行政法人理化学研究所との共同研究で、構音障害指導の基礎基本部分をインター
ネットで配信する、という全く初めての試みが形になりました。技術的な面で貴重なアドバイス
をいただき動画撮影に積極的に参画して下さった、理化学研究所の金子委利子氏に感謝したいと
思います。
　この動画教材は一度配信したから、それでよし、とは考えていません。これからも内容を吟味
し、増やして行きながら一層の充実を図っていきたいと考えています。ご覧になったみなさまに
は、どうか忌憚のないご意見をいただきますようお願い申し上げます。
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